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大
野
郡
５
町
２
村
合
併
協
議
会
の

再
開
に
あ
た
り
ま
し
て
、
一
言
ご
あ

い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
合
併
協
議
が
中
断
し
、

協
議
が
大
幅
に
遅
れ
、
関
係
者
並
び

に
住
民
の
皆
様
に
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、

冒
頭
に
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
間
、
住
民
の
皆
様
に
は
暖
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
ら
ゆ
る
方

面
で
ご
支
援
、
ご
指
導
賜
り
ま
し
た

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

�

去
る　

月　

日
の
犬
飼
町
長
選
、

　

月
８
日
の
三
重
町
議
会
に
お
け
る

「
大
野
郡
５
町
２
村
合
併
協
議
会
に

お
け
る
協
議
再
開
に
つ
い
て
」
の
議

大
野
郡
５
町
２
村
合
併
協
議
会

会　

長

芦　

刈　

幸　

雄

合
併
協
議
会

　
　

再
開
に
あ
た
っ
て

案
の
可
決
に
よ
り
、
大
野
郡
５
町
２

村
の
合
併
協
議
が
名
実
と
も
に
再
出

発
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
合
併
特
例
法
の
期
限
で

あ
る
平
成　

年
３
月
末
ま
で
の
合
併

を
目
指
し
、
全
力
を
傾
注
し
て
合
併

に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
皆
様
に
と
っ

て
、
誇
り
と
希
望
の
も
て
る
地
域
づ

く
り
を
創
造
し
、
真
に
実
り
あ
る
合

併
を
目
指
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
住
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

�

夢をのせて再出発

調印を終え決意も新たに調印を終え決意も新たに
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２

�

　
　

清
川
村
長　

森　
　
　

健　

一

�

　

希
望
と
よ
ろ
こ
び
を
享
受

　
　
　
　
　

�

で
き
る
新
市
を
目
指
し
て

　

�

世
紀
が
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
、
住
民
の
皆

様
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
新
市
建
設
に
向
け
て

は
、
互
譲
と
共
存
共
栄
の
精
神
に
基
づ
い
て
協

議
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�

そ
の
上
で
希
望
と
よ
ろ
こ
び
が
享
受
で
き
る

新
市
が
誕
生
す
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

��

　
　

緒
方
町
長　

山　

中　
　
　

博

�

協
議
再
開
に
真
摯
に
取
り
組
み
た
い
と
存
じ

ま
す
。

�

ま
た
、
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の

住
む
地
域
が
新
た
な
夢
を
描
け
、
住
む
に
ふ
さ

わ
し
い
新
市
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
従
来
の
枠
を
超
え
た
新
市
の
計
画

作
り
に
邁
進
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

��

　
　

朝
地
町
長　

羽
田
野　

昭
太
郎

�

合
併
協
議
会
の
再
開　

心
よ
り
喜
び
あ
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
件
は
、
改
め
て
合
併

の
む
つ
か
し
さ
を
痛
感
し
た
思
い
で
す
。

�

今
後
は
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
共
存
共
栄
、

互
譲
の
精
神
を
も
っ
て
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た

新
市
を
造
る
べ
く
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

再
開
に
あ
た
っ
て
各
町
村
長
の
コ
メ
ン
ト

　
　

�

大
野
町
長　

佐　

伯　

和　

光

�

合
併
協
議
の
再
開
を
心
よ
り
嬉
し
く
存
じ
ま

す
。
互
嬢
と
共
存
共
栄
の
精
神
で
真
摯
に
協
議

す
る
中
で
、
厳
し
い
環
境
の
自
治
体
同
士
が
将

来
に
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
し
て
活
力
を

生
む
べ
く
、
ま
た
、
夢
と
希
望
の
あ
る
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

��

　
　

千
歳
村
長　

阿　

南　
　
　

宏

�

大
野
郡
と
い
う
、
歴
史
と
文
化
を
共
有
す
る

５
町
２
村
の
枠
組
み
の
再
確
認
が
出
来
ま
し
た
。

残
さ
れ
た
極
め
て
短
い
期
日
の
中
で
、
互
い
の

町
村
が
真
摯
に
受
け
止
め
合
い
素
晴
ら
し
い
新

市
の
構
築
に
邁
進
し
た
い
も
の
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

��

　
　

犬
飼
町
長　

山　

村　

昭　

三

�

大
野
郡
民
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
犬
飼
町

の
こ
と
で
大
き
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
ま
い

り
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
深
く
お
詫

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

�

こ
れ
か
ら
は
、
大
野
郡
５
町
２
村
の
合
併
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
く
よ
う
、
皆
さ
ん
方
と
手
に
手

を
取
り
合
っ
て
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

���

大野郡５町２村合併協議会に関する協議書

　平成15年2月22日に確認した大野郡５町２村合併協議会規約（以下「規約」という。）に

規定する協議事項等に変更が生じたため、三重町長、清川村長、緒方町長、朝地町長、大野

町長、千歳村長及び犬飼町長（以下「合併関係町村の長」という。）は、下記のとおりあら

ためて協議、確認したので協議書を取り交わす。

　上記協議の証として本書７通を作成し、各１通を所持するものとする。

記

1. 規約による協議事項

　　規約第６条第１項に規定する協議会の会長及び副会長の選任について

会長には、三重町長　芦刈　幸雄　を選任する。

副会長には、緒方町長　山中　　博　及び

　　　　　　千歳村議会議長　高野　健治　を選任する。

2. 規約による確認事項

　　規約第８条に規定する副会長のうち会長の職務を代理する者について

第１順位　緒方町長　山中　　博　とし、

第２順位　千歳村議会議長　高野　健治　とする。

平成15年12月５日

大  野  町  長　　佐　伯　和　光

千  歳  村  長　　阿　南　　　宏

犬  飼  町  長　　山　村　昭　三

三  重  町  長　　芦　刈　幸　雄

清  川  村  長　　森　　　健　一

緒  方  町  長　　山　中　　　博

朝  地  町  長　　羽田野　昭太郎
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大野郡５町２村合併協議会における協議再開のための申し合わせ事項
　市町村合併は、地方分権の担い手にふさわしい行財政基盤や行政能力を有する自治体を形成し、

住民本位の行政システムの構築と地域の活性化を目指して行うものである。

　そのためには、合併後の新しい自治体において、健全かつ効率的で持続的な行財政運営が行われ

ることが重要であり、また、合併協議に当たっては、地域住民の意向を十分踏まえて、協議が行われ

なければならない。

　この基本的な立場に立って、 三重町、清川村、緒方町、朝地町、大野町、千歳村、犬飼町の大野郡

５町２村合併協議会における協議を再開するに当たり、互譲と共存共栄の精神で真摯に新しいまち

づくりに向けた協議を行うため、以下の事項について申し合わせを行うこととする。

１　徹底した情報開示を行うこととする。

２　広く住民参加を求め、開かれた協議を行うこととする。

３　合併前に財政の健全化に努めることとする。

　　このため、合併しない場合を想定した平成２１年度までの「財政見通し」を作成し、

　関係町村に提出するとともに、住民に周知徹底することとする。

４　合併関係町村間において、合併後の新自治体のまちづくりや財政に影響を及ぼす事務

　事業については事前調整を行うこととする。

５　住民の教育・医療・福祉等基本的サービスの維持に努めることとする。

（１）今後新たに着手しようとする事務事業について、関係町村等で協議し、

　　合意を図ることとする。

（２）平成１６年度以降の職員採用は、公社等外郭団体を含め自粛することと

　　する。

（３）合併までの間、基金の適正管理に努めることとする。

（４）緒方病院については、合併協議再開後、法定協議会に専門委員会等を設

　　置し、地域医療のあり方や経営効率化の観点から、総合的な検討を行うこ

　　ととする。

　　　なお、総合的な検討には、将来の緒方病院の経営形態についての検討も

　　含めることとする。

平成１５年１１月７日

平成１５年１２月５日

三  重  町  長　　芦　刈　幸　雄
清  川  村  長　　森　　　健　一
緒  方  町  長　　山　中　　　博
朝  地  町  長　　羽田野　昭太郎
大  野  町  長　　佐　伯　和　光
千  歳  村  長　　阿　南　　　宏

犬  飼  町  長　　山　村　昭　三

立会人　大分県副知事　　石　川　公　一

記

3



　
　

月
９
日
、
三
重
町
大
原
総
合
体
育
館

１
階
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
、
７
月
４

日
に
中
断
し
て
い
ま
し
た
第
５
回
合
併
協

議
会
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
新
役
員
の
会
長
芦
刈
幸
雄
・

副
会
長
山
中
博
・
副
会
長
高
野
健
治
の
あ

い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
委
員
の
交
代
に
伴
う
委
嘱
状

の
交
付
が
あ
り
ま
し
た
。

�

会
長
の
再
開
宣
言
に
よ
り
、
７
月
４
日

か
ら
中
断
し
て
い
ま
し
た
第
５
回
合
併
協

議
会
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

再
開
後
、
犬
飼
町
長
、
三
重
町
議
会
議

長
よ
り
経
過
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
報
告
・
提
案

等
し
ま
し
た
。

��

�

第
５
回
合
併
協
議
会

　

経 

過 

報 

告

○
山
村
昭
三
犬
飼
町
長

�

町
長
就
任
後　

月
２
日
に
犬

飼
町
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い

て
、
協
議
再
開
の
た
め
の
申
し

合
わ
せ
事
項
の
調
印
の
了
承
を

い
た
だ
き
、
ま
た
、　

月
５
日

に
駐
在
員
会
に
お
い
て
も
理
解

を
賜
り
、
調
印
式
に
臨
み
ま
し

た
。　

月
８
日
に
新
市
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
に
お
い
て
、
平
成

　

年
３
月　

日
の
合
併
に
向
け

協
議
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

○
生
野
照
雄
三
重
町
議
会
議
長

�

　

月
８
日
の
定
例
議
会
に
お

い
て
「
大
野
郡
５
町
２
村
合
併

協
議
会
に
お
け
る
協
議
再
開
の

た
め
の
申
し
合
わ
せ
事
項
」
を

基
本
方
針
と
す
る
「
大
野
郡
５

町
２
村
合
併
協
議
会
に
お
け
る

協
議
再
開
に
つ
い
て
」
の
議
案

を
議
決
し
ま
し
た
。

�　

[

報
告
事
項]

　

＝
報
告
第　

号
＝

�

大
野
郡
５
町
２
村
合
併
協
議

会
事
務
局
規
程
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

▽
関
係
町
村
の
人
事
異
動
及
び

�

事
務
分
掌
の
変
更
に
よ
る
事

�

務
局
規
程
の
一
部
改
正
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

＝
報
告
第　

号
＝

　

平
成　

年
度
大
野
郡
５
町
２

村
合
併
協
議
会
会
計
歳
入
歳
出

決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
に
つ

い
て

▽
平
成　

年
度
大
野
郡
５
町
２

　

村
合
併
協
議
会
会
計
歳
入
歳

　

出
決
算
及
び
監
査
の
報
告
が

　

さ
れ
ま
し
た
。

�

＝
報
告
第　

号
＝

�

合
併
重
点
支
援
地
域
指
定
に

係
る
県
へ
の
事
業
要
望
に
つ
い

て▽
表
１
の
と
お
り
報
告
さ
れ
ま

　

し
た
。

�　

[

協
議
事
項]

�

（
継
続
協
議
）

�

＝
協
議
第
６
号
＝

　

新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
つ

い
て　

（
協
定
項
目
第
４
号
）

�
＝
協
議
第
７
号
＝

　

議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取

扱
い
に
つ
い
て
（
協
定
項
目
第

６
号
）

　

＝
協
議
第
８
号
＝

　

慣
行
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
協
定
項
目
第　

号
）

▽
継
続
協
議
項
目
は
再
説
明
を

　

行
い
、
次
回
の
協
議
会
で
協

　

議
さ
れ
ま
す
。

（
新
規
協
議
）

�

　

＝
協
議
第
９
号
＝

　

町
名
・
字
名
の
取
扱
い
に
つ

い
て
（
協
定
項
目
第　

号
）

　

＝
協
議
第　

号
＝

　

男
女
共
同
参
画
の
取
扱
い
に

つ
い
て
（
協
定
項
目
第　

号
）

▽
新
規
協
議
項
目
は
再
説
明
を

　

行
い
、
次
回
の
協
議
会
で
協

　

議
さ
れ
ま
す
。
但
し
、
協
議

　

第
９
号
は
国
の
見
解
が
変
更

　

に
な
っ
た
た
め
、
新
た
に
次

　

回
の
協
議
会
に
再
提
案
さ
れ

　

ま
す
。

　

提
案
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て

は
、
次
回
の
協
議
会
で
協
議
さ

れ
ま
す
。

�

＝
協
議
第　

号
＝

　

地
方
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
協
定
項
目
第
８
号
）

　

＝
協
議
第　

号
＝

�

一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取

扱
い
に
つ
い
て
（
協
定
項
目
第

９
号
）

協議が中断していました第５回合併協議会を再開

1.　新市の事務所は、三重町に置く。

2.　大野郡５町２村が合併を目指す平成17年３月31日までには新庁舎の建設が不可能であることから、当面は、現三重町
　  役場庁舎を新市の事務所とする。

3.　新市の事務所については、本庁方式とするが、現三重町役場庁舎は老朽化しており、本庁機能を全て備えることが極
　　めて困難であるため、新庁舎完成までのおおよそ５年間は、暫定的な本庁方式（実質、総合支所方式）を採用する。

4.　新庁舎の建設候補地については、小委員会を設置し、専門的、具体的に調査・検討する。

5.　小委員会の報告をまって、協議会で最終決定する。

1.　議員の定数及び任期の取扱いについては、小委員会を設置し、具体的に調査、検討する。

2.　小委員会の報告をまって、協議会で最終決定する。

協定項目第４号　協議第６号「新市の事務所の位置の提案内容」

協定項目第６号　協議第７号「議員の定数及び任期の取扱いについての提案内容」
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新合併協議会委員紹介

犬飼町長　　　山村昭三

犬飼町新市
まちづくり
委員長　　　

佐藤忠憲

（新）

（旧）

（新）

（旧）

4

藤田朝生

渋谷誠治

経過報告する
山村犬飼町長（上）と
生野三重町議会議長（右）

[

提
案
事
項]
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番号

番号 河　　　川　　　名

大　野　川
三　重　川
平　井　川

箇所名・地名 要望内容 備　　　　考

路　　　線　　　名 箇所名・地名 要 望 内 容 工区延長

①

②

③

④

⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

⑩

⑪
⑫
⑬
⑭
⑮

１
２
３

犬飼バイパス
中九州横断道路

県道三重新殿線バイパス

県道山内新殿線
県道山内新殿線バイパス（仮称）
県道三重野津原線
県道百枝大野線
県道緒方大野線
県道緒方朝地線
県道百枝浅瀬野津線
広域農道大野南部
県道伏野三重線
県道六種緒方線
新規道路（農道事業）
県道中津留轟牧口停車場線
県道緒方高千穂線
県道朝地直入線
県道池田大原線
田原農免

国道502号

国道326号

犬飼町
犬飼町～大野町
清川村岩戸

清川村長迫

三重町内田～千歳村新殿

犬飼町山内～千歳村新殿
千歳村新殿
大野町田中、中原、矢田

大野町矢田～朝地町朝地

三重町向野～大野町田中
緒方町馬場～大野町夏足
朝地町小野
三重町上田原～宇対瀬
三重町新田地区

三重町内山

三重町羽飛～久原
緒方町馬瀬畑
三重町久原～清川村六種
清川村宇田枝～三重町白谷
緒方町徳田～小原、小原～尾平
朝地町北平～中熊
朝地町池田
犬飼町田原

犬飼町久原

三重町菅尾

三重町小坂

早期全線開通
早期全線開通

改良（橋梁新設込み）

改良（橋梁新設込み）

新設（橋梁新設込み）

改　良
改　良
改　良

改　良

改　良
改　良
改　良

改　良

改　良

河川改修 支川処理を含む

酒井寺川、向原川改修含む
河川改修
河川改修

改　良
改　良

改　良

改　良

改　良

新　設

新　設

新　設

新　設

2,300m

10,500m

17,033m

2,500m

6,900m

5,500m

1,500m

1,600m

1,200m

1,000m
1,245m

5,400m

5,000m

3,824m

3,000m

3,000m

4,000m

400m

500m

900m

800m

1.　市章、市木、市花、憲章等については、新市において速やかに定める。

2.　宣言については、現行の宣言を尊重し、新市において新たに定める。

3.　慣例の各種行事については、原則として現行のとおりとするが、新市において調整する。
4.　表彰については、新市に移行後、速やかに制度化を図る。

1.　町及び字の区域については、現行のとおりとする。
2.　住所の表示は、「大字」の字句を削除することとし、新市の名称に続く町名・大字名については、合併前に統一を図る。

3.　番地と枝番の間の「の」は、表記しないこととする。

協定項目第20号　協議第８号「慣行の取扱いの提案内容」

協定項目第19号　協議第９号「町名・字名の取扱いの提案内容」

1.　男女共同参画社会実現に向け、合併後速やかに条例の制定、計画の策定及び事業の推進に努める。

協定項目第22号　協議第10号「男女共同参画の取扱いの提案内容」

1.　個人町村民税の納期については、地方税及び市町村税条例準則の定める納期による。

2.　法人町村民税の税率については、地方税法314条の６により100分の12.3とする。

3.　三重町の課税標準の特例については、新市において不均一課税として設ける。

4.　固定資産税の納期については、地方税法及び市町村税条例準則に定める納期による。

5.　新市の土地評価の方法については、路線価式評価法及びその他宅地評価法とする。

6.　軽自動車税の納期については、地方税法及び市町村税条例準則に定める納期による。

7.　ナンバープレートの再交付弁償金については、三重町の例による。

8.　臨時運行許可事務及び手数料については、三重町、大野町、千歳村、犬飼町の例による。

10.　入湯税については、新市においても設ける。

11.　都市計画税については、新市においても設ける。

12.　納期前納付に対する報奨金の交付率は、100分の0.5とする。

13.　納期前納付に対する報奨金の対象となる納期については、三重町、大野町の例による。

14.　納期前納付に対する報奨金の交付限度額は、三重町の例による。

15.　納税組合制度・納税組合助成金については、合併時に廃止する。

16.　納税通知の方法（個人町村民税・固定資産税・軽自動車税）については、新市において自治会長（仮称）の公務として行う。

17.　納税方法については、口座振替制度を採用する。

協定項目第８号　協議第11号「地方税の取扱いについての提案内容」

9.　特別土地保有税の免税点については、5,000mとする。
2

表1　重点支援地域指定に伴う道路要望路線一覧表　 国県道関係

その他県事業（河川事業）

大野郡５町２村で差異のある税については、次のとおり取扱うものとする。
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経過報告

11月７日（金） 調印式

期　　日 行　　　　事 摘　　　　　　　　　要

三重町、清川村、緒方町、朝地町、大野町、千歳村の４町２村の首長と
石川副知事が「大野郡５町２村合併協議会における協議再開のための申
し合わせ事項」に調印

11月13日（木） 第９回町村長連絡会

11月18日（火） 合併協議会再開に向

けた準備会議
経過の報告
　①「大野郡５町２村合併協議会における協議再開のための申し合わ
　　せ事項」の経過報告
　②「大野郡５町２村合併協議会における協議再開のための申し合わ
　　せ事項」に対する各町村の協議結果の報告
報告
　報告第13号　今後の合併協議スケジュール
協議
　・事務レベル協議再開の確認
　・大野郡５町２村合併協議会の12月開催日程について

11月28日（金） 第４回幹事会 再開後のスケジュール及び事業計画

12月１日（月） 辞令交付 局長、次長

12月５日（金） 調印式 犬飼町が「大野郡５町２村合併協議会における協議再開のための申し
合わせ事項」に調印

12月９日（火） 第５回協議会 協議再開

第10回町村長連絡会

T E L  ０９７４ー２６ー４１３９ 　ＦＡＸ  ０９７４ー２６ー４１４８　

〒879-7152   大分県大野郡三重町大字百枝１０８６番地の35　（フレッシュランドみえ内）

編集・発行／大野郡５町２村合併協議会

ホームページアドレス   http://www.ohnogun-gappei.jp　   Ｅメール   info@ohnogun-gappei.jp

合併協議会は公開しています。

協議会の予定協議会の予定

協議会は、１月から毎月２回開催で、関係町村

持ち回りの予定です。都合により日程を変更す

ることがありますので、傍聴を希望される方は、

事務局にご確認のうえお越しください。

第６回協議会　12月２5日（木）

　　　　　　　　　午後１時３０分

　  場所／三重町大原総合体育館２階研修室

第７回協議会　１月15日（木）

　　　　　　　　　午後１時３０分

　  場所／清川村中央公民館

第８回協議会　１月２9日（木）

　　　　　　　　　午後１時３０分

　  場所／緒方町中央公民館

事務局職員名簿
役  職  名 氏　　　名   備　　考

局　　　　　長

次　　　　　長

班　　　　　員

総　務　部　会

企　画　部　会

民　生　部　会

文　教　部　会

産　業　部　会

建　設　部　会

班長（次長兼務）

班長（次長兼務）

班長（次長兼務）

総　　務　　班

赤　嶺　信　武 三 重 町
大 分 県
緒 方 町
三 重 町
朝 地 町

緒 方 町

朝 地 町

三 重 町
清 川 村
三 重 町
三 重 町
大 野 町

朝 地 町
千 歳 村
緒 方 町
清 川 村
大 野 町

犬 飼 町
朝 地 町
千 歳 村
犬 飼 町

倉 原 浩 志

田 北 厚 生
江 藤 喜 啓
和 田 裕 之

田 北 厚 生
首 藤 英 治

江 藤 喜 啓

佐 保 正 幸

後 藤 将 影

江 藤 喜 啓
清 水 康 士

和 田 裕 之
戸 上 　 守
内 田 健 児
関 谷 隆 一
衛 藤 成 史
佐 藤 　 浩
和 田 裕 之

衛 藤 恒 範
隈田原　勇　次

企画調整第２班

企画調整第１班

1.　一般職の職員は、市町村の合併の特例に関する法律第９条により、すべての新市の職員として引き継ぐものとする。
　　職員数については、新市において定員適正化計画を策定し、定員管理の適正化に努めるものとする。

　　なお、現職員については、現給を保障し、合併後速やかに給料の格差是正を行うものとする。

2.　職員の職の設置並びに職名については、人事管理及び職員の処遇の観点から、合併時に調整し、統一する。

3.　職員の給与については、職員の処遇及び給与の適正化の観点から新市の基準を調整し、統一を図る。級別標準職務分類
　  表については、合併時に新市の基準を調整し、統一する。

協定項目第９号　協議第12号「一般職の職員の身分の取扱いについての提案内容」

注）市町村の合併の特例に関する法律　『職員の身分の取扱い』
　　第９条　合併関係市町村は、その協議により、市町村の合併の際、現にその職に在る合併関係市町村の一般職の職員が、引き続き合併市町村の
　　職員としての身分を保有するように措置しなければならない。




